
イタリア本土のイノシシ、タイのと畜場、
北マケドニアの飼養豚で

アフリカ豚熱（ASF）が発生！

農場を守るため飼養衛生管理基準の遵守をお願いします！

〇人・物・車両によるウイルスの持込み防止
衛生管理区域、豚舎への出入りの際の洗浄・消毒の徹底
衛生管理区域専用の衣服、靴の設置と使用の徹底
人・物の出入りの記録
飼料に肉を含み、又は含む可能性があるときは、適正な加熱処理を徹底

〇野生動物対策
飼料保管場所等へのねずみ等の野生動物の排せつ物等の混入防止
豚舎周囲の清掃、整理・整頓
死亡家畜の処理までの間、野生動物に荒らされないよう適切に保管
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閉庁時は案内に従い「１」番をプッシュしてください
つながらない場合は ０５７４－２５－３４８４へ。 土日・祝日、閉庁時も通報を受け付けています。

異常があれば直ちに家畜保健衛生所へ連絡をお願いします。

【イタリアにおけるアフリカ豚熱発生状況】

・イタリア北部の野生イノシシで発生（2022/1/5）

・これまでの発生はサルジニア島限定（ウイルスは１型）だったが、

今回、イタリア本土で初の発生（ウイルスは２型、欧州・アジアで流行の型）

→野生動物（イノシシ）の移動に関連

【タイのと畜場サンプルでアフリカ豚熱陽性】

・タイ中部ナコンパトム県のと畜場のサンプル

（表面スワブ：拭き取り）でアフリカ豚熱陽性

【北マケドニアの飼養豚でアフリカ豚熱発生】

・北マケドニア（東欧）の裏庭農場の飼養豚で発生

（同国で初の発生）

・イノシシとの接触で感染した可能性

アフリカ豚熱が世界的に
拡大中！

日本への侵入リスクも高！！


